(1)　震源の位置について
　N11（グリッド間隔100m）のケースで、点震源（応力テンソルの位置、ダブルカップル物体力の中心位置、複数ポイントの平均位置）が設定されている座標(m)
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(2)　観測点の位置について
　N11（グリッド間隔100m）のケースで、+000（震源直上）の観測点におけるX(NS)、Y(EW)、Z(UD)方向の速度波形を算定した座標(m)
Vx：(X,Y,Z)=(0,50,0)
Vy：(X,Y,Z)=(-50,0,0)
Vz：(X,Y,Z)=(0,0,50)
(3)　層境界のモデル化

　N12、N13のケースにおける基盤、表層地盤の層境界での物性の取り扱い

Z=1km上で、基盤地盤の物性を仮定
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